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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」およびご使
用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。この
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モジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につ

いては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

Cisco cBR シリーズルータに関するハードウェア互換性
マトリクス

Cisco IOS-XEの特定のリリースで追加されたハードウェアコンポーネントは、特に明記しな
い限り、以降のすべてのリリースでもサポートされます。

（注）

表 1：Cisco cBRシリーズルータに関するハードウェア互換性マトリクス

インターフェイスカードプロセッサエンジンCisco CMTS プラットフォーム

Cisco IOS-XEリリース 16.5.1
以降のリリース

Cisco cBR-8 CCAPラインカー
ド：

• PID：CBR-LC-8D30-16U30

• PID：CBR-LC-8D31-16U30

• PID：CBR-RF-PIC

• PID：CBR-RF-PROT-PIC

• PID：
CBR-CCAP-LC-40G-R

Cisco cBR-8ダウンストリーム
PHYモジュール：

• PID：CBR-D30-DS-MOD

• PID：CBR-D31-DS-MOD

Cisco cBR-8アップストリーム
PHYモジュール：

• PID：CBR-D30-US-MOD

• PID：CBR-D31-US-MOD

Cisco IOS-XEリリース 16.5.1
以降のリリース

Cisco cBR-8スーパーバイザ：

• PID：
CBR-CCAP-SUP-160G

• PID：CBR-CCAP-SUP-60G

• PID：CBR-SUP-8X10G-PIC

Cisco cBR-8コンバージドブ
ロードバンドルータ
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MQC を使用した QoS 機能の適用に対する制約事項
MQCベースの QoSは、Internetwork Packet Exchange（IPX）、DECnet、AppleTalkなどとは異な
り、レガシーレイヤ 2プロトコルパケットの分類をサポートしません。このタイプのパケットが
一般的なレイヤ 2トンネリングメカニズムによって転送されると、パケットはMQCにより処理
されますが、プロトコル分類はされません。その結果、レイヤ 2トンネルのレガシープロトコル
トラフィックは、「match any」クラスまたは class-defaultによってのみ照合されます。

サポートされる QoSポリシーマップとクラスマップの数は、プラットフォームとリリースによ
り異なります。

ポリシーマップの制限は、適用されるポリシーマップのインスタンスの数ではなく、ポリシー

マップの定義を参照します。

（注）

概要

MQC 構造
MQC（モジュラQoSコマンドラインインターフェイス（CLI））では、QoSグループ値に基づい
てパケット分類とマーキングを設定できます。MQC CLIでは、トラフィッククラスおよびポリ
シーを作成し、QoS機能（パケット分類など）をイネーブルにして、それらのポリシーをインター
フェイスに適用することができます。

MQC構造では、エンティティ（トラフィッククラス、ポリシーマップ、サービスポリシー）を
開発する必要があります。

トラフィッククラスの要素

トラフィッククラスに含まれる 3つの主な要素は、トラフィッククラス名、一連のmatchコマン
ド、およびトラフィッククラスで複数のmatchコマンドが使用される場合にそれらのmatchコマ
ンドを評価する方法です。

matchコマンドは、パケットを分類するために使用します。パケットがチェックされ、matchコ
マンドで指定された条件を満たすかどうかが判断されます。パケットが指定された条件を満たし

ている場合、パケットはそのクラスのメンバーと見なされます。一致条件を満たしていないパケッ

トは、デフォルトトラフィッククラスのメンバーとして分類されます。

Cisco cBR コンバージドブロードバンドルータ DOCSIS ソフトウェアコンフィギュレーションガイド
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利用可能な match コマンド

次の表に、MQCで使用できるmatchコマンドの一部を示します。使用可能なmatchコマンドは、
Cisco IOS XEのリリースによって異なります。コマンドおよびコマンドシンタックスの詳細につ
いては、『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command Reference』を参照してください。

表 2：MQC で使用可能な match コマンド

目的コマンド

指定したアクセスコントロールリスト（ACL）
に基づいて、クラスマップの一致基準を設定し

ます。

matchaccess-group

すべてのパケットに対して適切に一致する基準

となる、クラスマップの一致基準を設定しま

す。

matchany

レイヤ 2サービスクラス（CoS）マーキングに
基づいてパケットを照合します。

matchcos

宛先MACアドレスを一致条件として使用しま
す。

matchdestination-addressmac

特定の廃棄クラスのパケットを照合します。matchdiscard-class

特定の IP Diffservコードポイント（DSCP）値
を一致条件として識別します。1つの match文
に最大 8つの DSCP値を含めることができま
す。

match [ip] dscp

指定された入力インターフェイスを一致基準と

して使用するクラスマップを設定します。

matchinput-interface

Real-Time Transport Protocol（RTP）ポートを一
致条件として使用するようにクラスマップを設

定します。

matchiprtp

指定されたマルチプロトコルラベルスイッチ

ング（MPLS）の EXPフィールドの値を一致基
準として使用するクラスマップを設定します。

matchmplsexperimental

最上位ラベル内のMPLSEXP値を照合します。matchmplsexperimentaltopmost
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目的コマンド

成功しない一致基準として使用する、1つの一
致基準値を指定します。

matchnotコマンドは、一致基準とし
て使用する特定のmatchパラメータを
指定する代わりに、パケットがクラス

のメンバーとして分類されるのを防ぐ

一致基準を指定するために使用しま

す。たとえば、トラフィッククラス

の設定中に matchnotqos-group6コマ
ンドを発行すると、QoSグループ6だ
けが、成功する一致基準として考慮さ

れない QoSグループ値となります。
他の QoSグループ値は成功する一致
基準となります。

（注）

matchnot

IPヘッダー中のレイヤ 3パケット長をクラス
マップ中の一致条件として指定します。

matchpacketlength

トラフィックを、クラスマップのポートタイ

プに基づいて照合します。

matchport-type

IP precedence値を一致基準として識別します。match [ip] precedence

指定されたプロトコルに基づいて、クラスマッ

プの一致基準を設定します。

個別の matchprotocol (NBAR)コマン
ドを使用すると、Network-Based
Application Recognition（NBAR）が認
識しているプロトコルタイプでトラ

フィックを照合するように NBARを
設定できます。

（注）

matchprotocol

FastTrackピアツーピアトラフィックを照合す
るように NBARを設定します。

matchprotocolfasttrack

Gnutellaピアツーピアトラフィックを照合する
ように NBARを設定します。

matchprotocolgnutella

URL、ホスト、多目的インターネットメール拡
張（MIME）タイプ、HTTPパケットヘッダー
内のフィールドによってハイパーテキスト転送

プロトコル（HTTP）トラフィックを照合する
ように NBARを設定します。

matchprotocolhttp
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目的コマンド

RTPトラフィックを照合するようにNBARを設
定します。

matchprotocolrtp

特定のQoSグループ値を一致基準として識別し
ます。

matchqos-group

送信元MACアドレスを一致基準として使用し
ます。

matchsource-addressmac

1 つのトラフィッククラスでの複数の match コマンド

トラフィッククラスに複数のmatchコマンドが含まれている場合、それらのmatchコマンドの評
価方法を指定する必要があります。指定するには、class-mapコマンドのmatch-anyキーワードま
たはmatch-allキーワードを使用します。match-anyキーワードとmatch-allキーワードついては、
次の点に注意してください。

• match-anyキーワードを指定した場合、トラフィッククラスによって評価されるトラフィッ
クは、指定した基準の 1つに一致する必要があります。

• match-allキーワードを指定した場合、トラフィッククラスによって評価されるトラフィッ
クは、指定したすべての基準に一致する必要があります。

•どちらのキーワードも指定しない場合、トラフィッククラスによって評価されるトラフィッ
クは、指定したすべての基準に一致する必要があります（つまり、match-allキーワードの動
作が適用されます）。

トラフィックポリシーの要素

トラフィックポリシーには、トラフィックポリシー名、トラフィッククラス（classコマンドで
指定）、QoS機能をイネーブルにするために使用するコマンドの 3つの要素が含まれています。

ポリシーマップをインターフェイスに適用すると（service-policyコマンドを使用）、トラフィッ
クポリシー（ポリシーマップ）は、イネーブルにした QoS機能をトラフィッククラスに適用し
ます。

パケットは、トラフィックポリシー内のいずれかのトラフィッククラスだけに一致します。

パケットがトラフィックポリシー内の複数のトラフィッククラスに一致する場合、ポリシー

で定義されている最初のトラフィッククラスが使用されます。

（注）
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QoS 機能をイネーブルにするために使用するコマンド

QoS機能をイネーブルにするために使用するコマンドは、Cisco IOS XEリリースごとに異なりま
す。以下の表に、使用可能なコマンドとそれによってイネーブルになるQoS機能の一部を示しま
す。コマンド構文の詳細については、『Cisco IOSQoSCommandReference』を参照してください。

イネーブルにする特定の QoS機能の詳細については、『Cisco IOS XE Quality of Service Solutions
Configuration Guide』の適切なモジュールを参照してください。

表 3：QoS 機能をイネーブルにするために使用するコマンド

目的コマンド

クラスの最小帯域幅保証を設定します。bandwidth

クラスの過剰重量を設定します。bandwidthremaining

トラフィッククラス内のフローベースのキュー

イング機能をイネーブルにします。

fair-queue

qos pre-classifyコマンドを設定し、それを均等
化キューに使用できるかどうかを確認します。

トンネルインターフェイスでqos pre-classifyコ
マンドが有効にされた後、fair-queuepre-classify
コマンドがポリシーマップ用に有効にされる

と、ポリシーマップはトンネルインターフェ

イスまたは物理インターフェイスのいずれかに

関連付けられます。

均等化キューのハッシュアルゴリズムには、ト

ンネルの内部 IPヘッダーが使用されます。

fair-queue pre-classify

指定したトラフィッククラスのパケットを廃棄

します。

drop

トラフィックポリシングを設定します。police

インターフェイスで利用可能な帯域幅の割合に

基づいてトラフィックポリシングを設定しま

す。

police(percent)

認定情報レート（CIR）と最大情報レート
（PIR）の 2つのレートを使用したトラフィッ
クポリシングを設定します。

police(tworates)

ポリシーマップに属するトラフィックのクラス

にプライオリティを与えます。

priority
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目的コマンド

ポリシーマップで設定されているクラスに対し

てキューが保持できるパケットの最大数を指定

または変更します。

queue-limit

重み付けランダム早期検出（WRED）をイネー
ブルにします。

random-detect

ポリシーマップ内のクラスの discard-class値に
対し、WREDパラメータを設定します。

random-detectdiscard-class

パケットの廃棄クラス値に基づくWREDを設
定します。

random-detectdiscard-class-based

クラス用に予約されたキューの平均キューサイ

ズ計算用の指数加重係数を設定します。

random-detectexponential-weighting-constant

ポリシーマップ内のクラスポリシーに対する、

特定の IP precedenceのWREDパラメータを設
定します。

random-detectprecedence

一致基準として使用するトラフィックポリシー

の名前を指定します（トラフィックポリシーを

互いにネストさせるため（階層型トラフィック

ポリシー））。

service-policy

ポリシーマップを設定するときのセル損失率優

先度（CLP）ビットを設定します。
setatm-clp

送信パケットのレイヤ 2サービスクラス
（CoS）値を設定します。

setcos

discard-class値でパケットをマークします。setdiscard-class

タイプオブサービス（ToS）バイト内のDiffServ
コードポイント（DSCP）値を設定することで
パケットをマークします。

set[ip] dscp

インターフェイスから送信されるすべてのトラ

フィックに対し、フレームリレーフレームのア

ドレスフィールドの廃棄適性（DE）ビット設
定を 1に変更します。

setfr-de
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目的コマンド

パケットが指定したポリシーマップに一致する

場合にMPLSビットを設定する値を指定しま
す。

setmplsexperimental

パケットヘッダーに precedence値を設定しま
す。

setprecedence

後でパケットを分類するために使用できるQoS
グループ IDを設定します。

setqos-group

指定したアルゴリズムに従って、指示された

ビットレートまでトラフィックをシェーピング

します。

shape

ネストしたトラフィッククラス

MQCでは、必ずしも 1つのトラフィッククラスだけを 1つのトラフィックポリシーに関連付け
る必要はありません。

パケットが複数の一致基準を満たしているシナリオでは、MQCにより複数のトラフィッククラ
スを 1つのトラフィックポリシー（ネストしたトラフィッククラスとも呼ぶ）に関連付けること
ができます。これを行うには、matchclass-mapコマンドを使用します（これらをネストしたクラ
スマップまたはMQC階層型クラスマップと呼びます）。このコマンドで、1つのトラフィック
クラス内で match-any特性と match-all特性を組み合わせる唯一の方法が提供されます。これを実
行することにより、1つの一致基準評価命令（match-anyとmatch-allのどちらか）を使用してトラ
フィッククラスを作成して、そのトラフィッククラスを別の一致基準タイプを使用するトラフィッ

ククラス内に一致基準として使用できます。たとえば、match-any命令を使用して作成したトラ
フィッククラスは match-all命令を一致基準として使用して設定したクラスを使用する必要があ
り、その逆の場合も同様です。

考えられるシナリオは次のとおりです。A、B、C、およびDが、すべて異なる一致基準であると
し、A、B、または Cかつ D（Aまたは Bまたは（Cかつ D））に一致するトラフィックをトラ
フィッククラスに属するものとして分類するとします。ネストしたトラフィッククラスがない場

合、トラフィックがトラフィッククラスの一部であると見なされるためには、4つの一致基準す
べてに一致するか（AかつBかつCかつD）、いずれかの一致基準に一致する必要があります（A
またはBまたはCまたはD）。「かつ」（match-all）文と「または」（match-any）文をトラフィッ
ククラス内で組み合わせることはできないため、目的の設定を実現できません。

解決策：Cと Dに対して match-allを使用する 1つのトラフィッククラスを作成し（これを条件
Eと呼びます）、A、B、Eを使用して新しい match-anyトラフィッククラスを作成します。新し
いトラフィッククラスの評価順序は正しくなります（Aまたは Bまたは E、つまりAまたは Bま
たは（Cかつ D））。
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class-map コマンドの match-all キーワードと match-any キーワード
トラフィッククラスを作成するときに使用するコマンドの1つがclass-mapコマンドです。class-map
コマンドのコマンドシンタックスには、2つのキーワードmatch-allとmatch-anyが含まれていま
す。match-allキーワードとmatch-anyキーワードの指定が必要になるのは、トラフィッククラス
で複数の一致条件を設定する場合だけです。これらのキーワードについて、次の点に注意してく

ださい。

•指定したトラフィッククラスにパケットを分類するために、トラフィッククラス内のすべ
ての一致基準に一致する必要がある場合、match-allキーワードを使用します。

•指定したトラフィッククラスにパケットを分類するために、トラフィッククラス内の 1つ
の一致基準だけに一致する必要がある場合に、match-anyキーワードを使用します。

• match-allキーワードも match-anyキーワードも指定しない場合、トラフィッククラスの動
作は、match-allキーワードを指定した場合と同じになります。

service-policy コマンドの input および output キーワード
一般的な規則として、トラフィックポリシーで設定するQoS機能は、インターフェイスで受信さ
れるパケットか、インターフェイスで送信されるパケットに適用できます。そのため、service-policy
コマンドを使用する場合は、inputキーワードまたは outputキーワードを使用してトラフィック
ポリシーの方向を指定する必要があります。

たとえば、service-policyoutputpolicy-map1コマンドは、トラフィックポリシーの QoS機能を出
力方向のインターフェイスに適用します。インターフェイス（出力）から送信されるすべてのパ

ケットが、policy-map1という名前のトラフィックポリシーで指定された基準に従って評価されま
す。

Ciscoのリリースでは、キューイングメカニズムは入力方向ではサポートされていません。非
キューイングメカニズム（トラフィックポリシングやトラフィックマーキングなど）は、入

力方向でサポートされています。また、送信元MACアドレスに基づくトラフィックの分類
（matchsource-addressmacコマンドを使用）は、入力方向でのみサポートされています。

（注）

MQC を使用して QoS 機能を適用することの利点
MQC構造では、一度トラフィックポリシー（ポリシーマップ）を作成すると、必要な数のトラ
フィッククラスに適用できます。また、トラフィックポリシーを必要な数のインターフェイスに

適用できます。
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MQC を使用した QoS 機能の適用方法

トラフィッククラスの作成

トラフィッククラスを作成するには、class-mapコマンドを使用してトラフィッククラス名を指
定します。次に、1つ以上の matchコマンドを使用して、適切な一致基準を指定します。指定し
た基準に一致するパケットがトラフィッククラスに分類されます。class-mapコマンドのmatch-all
キーワードとmatch-anyキーワードの詳細については、「class-mapコマンドのmatch-allキーワー
ドと match-anyキーワード」の項を参照してください。

matchcosコマンドはステップ4に記載されています。matchcosコマンドは、使用できるmatch
コマンドの 1つに過ぎません。他の利用可能な matchコマンドについては、「class-mapコマ
ンドの match-allキーワードと match-anyキーワード」の項を参照してください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

クラスマップで使用するクラスを作成し、クラス

マップコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

class-map [match-all|
match-any] class-map-name

例：

Router(config)# class-map
match-any class1

ステップ 3   

•クラスマップは、パケットを指定したクラスに
照合するために使用します。

•クラス名を入力します。
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目的コマンドまたはアクション

match-allキーワードは、すべての一致基
準が満たされることが必要であることを指

定します。match-anyキーワードは、いず
れかの一致条件が満たされることが必要で

あることを指定します。これらのキーワー

ドは、複数のmatchコマンドを指定する場
合にだけ使用します。

（注）

レイヤ 2サービスクラス（CoS）番号に基づいてパ
ケットを照合します。

matchcos cos-number

例：

Router(config-cmap)# match
cos 2

ステップ 4   

• CoS番号を入力します。

matchcosコマンドは、使用できる match
コマンドの一例です。他の利用可能な

matchコマンドについては、「class-mapコ
マンドの match-allキーワードと match-any
キーワード」の項を参照してください。

（注）

--必要に応じて追加の matchコ
マンドを入力します。追加の

ステップ 5   

コマンドが不要な場合はス

テップ 6に進みます。

（任意）QoSclass-mapコンフィギュレーションモー
ドを終了し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Router(config-cmap)# end

ステップ 6   

トラフィックポリシーの作成

bandwidthコマンドはステップ 5に記載されています。bandwidthコマンドは、QoS機能を有
効にするためにポリシーマップで使用できるコマンドの一例です（ここでは、クラスベース

均等化キューイング（CBWFQ））。利用可能なその他のコマンドの詳細については、「トラ
フィックポリシーの要素」セクションを参照してください。

（注）

   Cisco cBR コンバージドブロードバンドルータ DOCSIS ソフトウェアコンフィギュレーションガイ
ド（Cisco IOS XE Fuji 16.7.x 用）

12

モジュラ Quality of Service コマンドラインインターフェイスの QoS
トラフィックポリシーの作成



手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

トラフィックポリシーの名前を作成または指定し、

QoSポリシーマップコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

policy-map policy-map-name

例：

Router(config)# policy-map
policy1

ステップ 3   

•ポリシーマップ名を入力します。

トラフィッククラスの名前を指定し、QoSポリシー
マップクラスコンフィギュレーションモードを開

始します。

class {class-name| class-default}

例：

Router(config-pmap)# class
class1

ステップ 4   

この手順により、トラフィッククラスが

トラフィックポリシーに関連付けられま

す。

（注）

（任意）トラフィッククラスに対する輻輳期間中

の最小帯域幅保証を指定します。

bandwidth {bandwidth-kbps |
percent percent}

例：

Router(config-pmap-c)#
bandwidth 3000

ステップ 5   

•最小帯域幅保証は、kb/s単位か、使用可能な
全帯域幅のパーセンテージで指定します。

bandwidthコマンドを使用するとCBWFQ
がイネーブルになります。bandwidthコ
マンドは、QoS機能をイネーブルにする
ためにポリシーマップで使用できるコマ

ンドの一例です。利用可能なその他のコ

マンドの詳細については、「トラフィッ

クポリシーの要素」セクションを参照し

てください。

（注）

--イネーブルにする追加の QoS
機能に対するコマンドを入力し

ステップ 6   

ます。他に QoS機能が必要な
い場合は、ステップ7に進みま
す。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）QoSポリシーマップクラスコンフィギュ
レーションモードを終了し、特権 EXECモードに
戻ります。

end

例：

Router(config-pmap-c)# end

ステップ 7   

MQC を使用したインターフェイスへのトラフィックポリシーの適用

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interface type number

例：

Router(config)# interface
TenGigabitEthernet 4/1/0

ステップ 3   

•インターフェイスタイプとインターフェイ
ス番号を入力します。

ポリシーマップをインターフェイスに付加しま

す。

service-policy{input | output}
policy-map-name

例：

Router(config-if)#
service-policy input policy1

ステップ 4   

• inputキーワードまたは outputキーワード
とポリシーマップ名を入力します。

（任意）インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了し、特権 EXECモードに戻りま
す。

end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 5   

   Cisco cBR コンバージドブロードバンドルータ DOCSIS ソフトウェアコンフィギュレーションガイ
ド（Cisco IOS XE Fuji 16.7.x 用）

14

モジュラ Quality of Service コマンドラインインターフェイスの QoS
MQC を使用したインターフェイスへのトラフィックポリシーの適用



トラフィッククラスとトラフィックポリシー情報の確認

ここで取り上げる showコマンドはいずれも任意で使用します。また、入力順も任意です。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

（任意）すべてのクラスマップとその一致条

件を表示します。

showclass-map

例：

Router# show class-map

ステップ 2   

（任意）指定したポリシーマップの指定した

クラスの設定を表示します。

showpolicy-map policy-map-name
class class-name

例：

Router# show policy-map policy1
class class1

ステップ 3   

•ポリシーマップ名とクラス名を入力しま
す。

（任意）存在するすべてのポリシーマップの

すべてのクラスの設定を表示します。

showpolicy-map

例：

Router# show policy-map

ステップ 4   

（任意）インターフェイスに適用された入力

ポリシーと出力ポリシーの統計情報と設定を

表示します。

showpolicy-mapinterface type
number

例：

Router# show policy-map

ステップ 5   

•インターフェイスタイプと番号を入力し
ます。interface TengigabitEthernet

4/1/0

（任意）特権 EXECモードを終了します。exit

例：

Router# exit

ステップ 6   
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MQC を使用した QoS 機能の適用の設定例

トラフィッククラスの作成

次の例では、トラフィッククラスを作成し、一致基準を定義します。最初のトラフィッククラス

（class1）では、アクセスコントロールリスト（ACL）101を使用し、2つめのトラフィッククラ
ス（class2）では ACL 102を使用します。パケットとこれらの ACLのコンテンツを照合し、その
クラスに属しているかどうかを判断します。

class-map class1
match access-group 101
exit

class-map class2
match access-group 102
end

ポリシーマップの作成

次の例では、class1と class2の 2つのクラスに適用する QoS機能を含むトラフィックポリシー
（policy1）を定義します。これらのクラスの一致基準は、トラフィッククラスの作成, （16ペー
ジ）ですでに定義されています。

class1では、帯域幅割り当て要求と、そのクラス用に予約されるキューの最大パケット数の制限が
ポリシーに含まれています。class2に対しては、帯域幅割り当て要求だけがポリシーで指定されて
います。

policy-map policy1
class class1
bandwidth 3000
queue-limit 30
exit

class class2
bandwidth 2000
end

例：トラフィックポリシーのインターフェイスへの適用

次に、既存のトラフィックポリシーをインターフェイスに適用する例を示します。policy-mapコ
マンドを使用してトラフィックポリシーを定義した後、service-policyコマンドをインターフェイ
スコンフィギュレーションモードで使用して、1つ以上のインターフェイスに適用できます。同
じトラフィックポリシーを複数のインターフェイスに割り当てることができますが、各インター
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フェイスには、入力方向と出力方向に対して、それぞれトラフィックポリシーを 1つだけ割り当
てることができます。

Router(config)# interface TengigabitEthernet 4/1/0
Router(config-if)# service-policy output policy1
Router(config-if)# exit
Router(config)# interface TengigabitEthernet 4/1/0
Router(config-if)# service-policy output policy1
Router(config-if)# end

match not コマンドの使用
matchnotコマンドを使用して、一致基準として使用していないQoSポリシー値を指定します。そ
のQoSポリシーの他のすべての値が成功する一致基準となります。たとえば、QoSクラスマップ
コンフィギュレーションモードで matchnotqos-group4コマンドを発行すると、指定したクラス
は、成功する一致基準として 4を除くすべての QoSグループ値を受け入れます。

次のトラフィッククラスでは、IP以外のすべてのプロトコルが成功する一致条件と見なされま
す。

class-map noip
match not protocol ip
end

デフォルトトラフィッククラスの設定

トラフィッククラスで指定された一致条件を満たさないトラフィック（つまり、未分類のトラ

フィック）は、デフォルトトラフィッククラスに属するものとして扱われます。

デフォルトクラスを設定しない場合でも、パケットはそのクラスのメンバーとして扱われます。

デフォルトクラスにはイネーブルになっているQoS機能がないため、このクラスに属するパケッ
トにはQoS機能がありません。そのようなパケットをテールドロップが管理する先入先出（FIFO）
キューに配置します。テールドロップは、すべてのトラフィックを等しく扱ってサービスクラス

間での区別はせずに輻輳を回避する手段です。輻輳期間中はキューが一杯になります。出力キュー

が一杯でテールドロップがアクティブな場合、輻輳が解消されてキューが一杯でなくなるまでパ

ケットはドロップされます。

次の例では、次の特性を持つデフォルトクラス（常に class-defaultという名前になります）のポ
リシーマップ（policy1）を設定します。ポリシーがクラスポリシー policy1で定義されている他
のクラスの一致基準を満たさないトラフィック用に 10個のキューがあり、キューあたり 20個の
パケットを超えると、追加でキューに格納されるパケットを処理するためにテールドロップが実

施されます。

次の例では、次の特性を持つデフォルトクラス（常に class-defaultという名前になる）のポリシー
マップ（policy1）を設定します。ポリシーがトラフィックポリシー policy1で定義されている他
のクラスの一致基準を満たさないトラフィック用に 10個のキューがあります。

policy-map policy1
class class-default
shape average 100m
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「class-map match-any」コマンドと「class-map match-all」コマンドの
違い

次に、複数の一致条件がある場合にパケットを評価する例を示します。この例で、

class-mapmatch-anyコマンドと class-mapmatch-allコマンドの違いを示します。トラフィックク
ラスのメンバーと見なされるためには、パケットが一致基準のすべて（match-all）を満たすか、
または一致基準のいずれか 1つ（match-any）を満たす必要があります。

次に、class-map match-allコマンドを使用してトラフィッククラスを設定する例を示します。

class-map match-all cisco1
match qos-group 4
match access-group 101

インターフェイス上に設定されているトラフィッククラス cisco1を持つルータにパケットが到着
した場合、そのパケットが IPプロトコル、QoSグループ 4、およびアクセスグループ 101に一致
するかどうかが評価されます。これらの一致基準がすべて満たされると、パケットはトラフィッ

ククラス cisco1のメンバーとして分類されます（論理 AND演算子：IPプロトコル AND QoSグ
ループ 4 ANDアクセスグループ 101）。

class-map match-all vlan
match vlan 1
match vlan inner 1

次に、class-mapmatch-anyコマンドを使用する例を示します。パケットがトラフィッククラスの
メンバーとして分類されるには、一致基準の1つのみを満たす必要があります（つまり、論理OR
演算子：プロトコル IP OR QoSグループ 4 ORアクセスグループ 101）。

class-map match-any cisco2
match protocol ip
match qos-group 4
match access-group 101

トラフィッククラス cisco2では、成功する一致が見つかるまで連続的に一致基準が評価されま
す。パケットは、まず IPプロトコルを一致基準として使用できるかどうかを判断するために評価
されます。使用できる場合、パケットはトラフィッククラス cisco2に一致します。使用できない
場合、QoSグループ 4は一致基準として評価され、以降も同様に評価されます。パケットが指定
したどの条件にも一致しない場合、パケットはデフォルトトラフィッククラス（classdefault-class）
のメンバーとして分類されます。

一致基準としてのトラフィッククラス（ネストしたトラフィックク

ラス）の確立

matchclass-mapコマンドを使用する理由は 2つあります。1つの理由はメンテナンスです。現在
大規模なトラフィッククラスが存在している場合、トラフィッククラス一致基準を使用するほう

が、同じトラフィッククラス設定を再入力するよりも簡単です。2つめのより一般的な理由とし
ては、1つのポリシー内で match-allと match-anyの特性を組み合わせるためです。これにより、1
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つの一致基準評価命令（match-anyと match-allのどちらか）を使用したトラフィッククラスを作
成し、このトラフィッククラスを、異なるタイプの一致基準を使用するトラフィッククラスで一

致条件として使用します。

考えられるシナリオは次のとおりです。A、B、C、およびDが、すべて異なる一致基準であると
し、A、B、または Cかつ D（Aまたは Bまたは（Cかつ D））に一致するトラフィックをトラ
フィッククラスに属するものとして分類するとします。ネストしたトラフィッククラスがない場

合、トラフィックがトラフィッククラスの一部であると見なされるためには、4つの一致基準す
べてに一致するか（AかつBかつCかつD）、いずれかの一致基準に一致する必要があります（A
またはBまたはCまたはD）。「かつ」（match-all）文と「または」（match-any）文をトラフィッ
ククラス内で組み合わせることはできないため、目的の設定を実現できません。

解決策：Cと Dに対して match-allを使用する 1つのトラフィッククラスを作成し（これを条件
Eと呼びます）、A、B、Eを使用して新しい match-anyトラフィッククラスを作成します。新し
いトラフィッククラスの評価順序は正しくなります（Aまたは Bまたは E、つまりAまたは Bま
たは（Cかつ D））。

例：メンテナンスのためにネストされたトラフィッククラス

次の例で、トラフィッククラス class1の特性は、トラフィッククラス class2の特性とほぼ同じで
すが、トラフィッククラス class1では、一致条件として宛先アドレスが追加されています。トラ
フィッククラス class1をゼロから設定する代わりに、matchclass-mapclass2コマンドを入力でき
ます。このコマンドを使用すると、トラフィッククラス class2のすべての特性をトラフィックク
ラス class1に取り込み、トラフィッククラスを再設定することなく、新しい宛先アドレスの一致
基準を追加できます。

Router(config)# class-map match-any class2
Router(config-cmap)# match protocol ip
Router(config-cmap)# match qos-group 3
Router(config-cmap)# match access-group 2
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# class-map match-all class1
Router(config-cmap)# match class-map class2
Router(config-cmap)# match destination-address mac 0000.0000.0000
Router(config-cmap)# exit

例：match-any 特性と match-all 特性を 1 つのトラフィッククラスで組み合わせるた
めのネストしたトラフィッククラス

1つのトラフィッククラスで match-any特性と match-all特性を使用するための唯一の方法は、
matchclass-mapコマンドを使用することです。1つのクラスに match-anyと match-allの特性を組
み合わせるには、一致基準にmatch-all命令を使用して設定されたクラスを使用するトラフィック
クラスを作成する match-any命令を使用します（matchclass-mapコマンドを使用）。

次に、2つのトラフィッククラスの特性を組み合わせる例を示します。1つはmatch-any特性を使
用し、1つは match-all特性を使用しています。これを、matchclass-mapコマンドで 1つのトラ
フィッククラスとして設定します。その結果、パケットがトラフィッククラス class4のメンバー
と見なされるためには、次の 3つの一致基準のいずれかを満たしている必要があります。IPプロ
トコルかつ QoSグループ 4、宛先MACアドレス 00.00.00.00.00.00、またはアクセスグループ 2。
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この例で、トラフィッククラス class4だけがトラフィックポリシー policy1と共に使用されてい
ます。

Router(config)# class-map match-all class3
Router(config-cmap)# match protocol ip
Router(config-cmap)# match qos-group 4
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# class-map match-any class4
Router(config-cmap)# match class-map class3
Router(config-cmap)# match destination-address mac 00.00.00.00.00.00
Router(config-cmap)# match access-group 2
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class4
Router(config-pmap-c)# police 8100 1500 2504 conform-action transmit exceed-action
set-qos-transmit 4
Router(config-pmap-c)# end

例：QoS ポリシーとしてのトラフィックポリシー（階層型トラフィッ
クポリシー）

QoSポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードで service-policyコマンドを使用する
と、トラフィックポリシーを QoSポリシー内に含めることができます。トラフィックポリシー
を含むトラフィックポリシーは、階層型トラフィックポリシーと呼びます。

階層型トラフィックポリシーには、1つの子ポリシーと 1つの親ポリシーが含まれています。子
ポリシーは、以前に定義したトラフィックポリシーであり、service-policyコマンドを使用して新
しいトラフィックポリシーに関連付けられます。既存のトラフィックポリシーを使用する新しい

トラフィックポリシーが親ポリシーです。ここに示す例では、トラフィックポリシー childが子
ポリシーであり、トラフィックポリシー parentが親ポリシーです。

階層型トラフィックポリシーはサブインターフェイスに追加できます。階層型トラフィックポリ

シーを使用すると、1つのトラフィックポリシー（1つの子ポリシー1つの親のポリシーを持つ）
を使用して、サブインターフェイスのシェーピングと優先順位付けを行うことができます。

Router(config)# policy-map child
Router(config-pmap)# class voice
Router(config-pmap-c)# priority 50
Router(config)# policy-map parent
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# shape average 10000000
Router(config-pmap-c)# service-policy child

shapeコマンドで使用する値は、サービスプロバイダーから通知された認定情報レート（CIR）値
からプロビジョニングします。

port-channel インターフェイスの入力 MQC の設定方法
トラフィックフローを区別し、対応する「qos-group」機能を設定するためにport-channelインター
フェイス上で入力MQCを設定するには、次に説明する手順に従います。
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制約事項 •ポリシング、シェーピング、WRED、キューイングなどの QoSアクションはサポートさ
れていません。

•ケーブルの物理インターフェイスで入力MQCを設定することはできません。

トラフィッククラスの作成

トラフィッククラスを定義するには、class-mapコマンドを使用します。トラフィッククラスに
含まれる 3つの主な要素は、名前、一連のmatchコマンド、そしてトラフィッククラスに複数の
matchコマンドが存在する場合に matchコマンドを評価する方法です。

matchコマンドは、パケット分類のためのさまざまな基準を指定するために使用します。パケッ
トが検査されて、matchコマンドで指定された基準に一致するかどうか判別されます。指定され
た基準にパケットが一致する場合、そのパケットはクラスのメンバーと見なされ、トラフィック

ポリシーで設定された QoS仕様に従って転送されます。一致基準を満たさないパケットは、デ
フォルトのトラフィッククラスのメンバーとして分類されます。

トラフィッククラスを作成して一致基準を定義するには、次の手順に従います。

configure terminal
class-map class
match type

ポリシーマップの作成

トラフィッククラスの作成後にトラフィックポリシーを設定すると、これらのクラス内の選択し

たトラフィックに特定のアクションを適用するためのマーキング機能を設定できます。

トラフィックポリシーを作成するには、policy-mapコマンドを使用します。トラフィックポリ
シーの目的は、ユーザ指定のトラフィッククラスに分類されたトラフィックに関連付けるQoS機
能を設定することです。

パケットは、トラフィックポリシー内のいずれかのトラフィッククラスだけに一致します。

パケットがトラフィックポリシー内の複数のトラフィッククラスに一致する場合、ポリシー

で定義されている最初のトラフィッククラスが使用されます。

（注）

トラフィックポリシーを定義するには、次の手順を実行します。

configure terminal
policy-map policy
class class
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ポリシーマップでの QoS アクションの定義
ポリシーマップでクラスモードからアクションコマンドを追加できます。

setアクション
setコマンドを使用してトラフィックにマークを付けると、転送パスにある他のネットワークデバ
イスが、トラフィックフローに適用する適切なサービスクラスを迅速に判断できるようになりま

す。

setアクションを定義するには、次の手順に従います。
configure terminal
policy-map policy
class class
set option

集約 port-channel インターフェイスの設定
port-channelインターフェイスを設定するには、次の手順に従います。
configure terminal
platform qos port-channel-aggregate port_channel_number
interface port-channel port_channel_number
ip address ip musk
interface name
channel-group number

トラフィックポリシーのインターフェイスへの適用

policy-mapコマンドを使用してトラフィックポリシーを定義した後、service-policyコマンドをイ
ンターフェイスコンフィギュレーションモードで使用して、1つ以上のインターフェイスに適用
できます。同じトラフィックポリシーを複数のインターフェイスに割り当てることができます

が、各インターフェイスには、入力方向と出力方向に対して、それぞれトラフィックポリシーを

1つだけ割り当てることができます。

トラフィックポリシーをインターフェイスに適用するには、次の手順をすべて行います。

configure terminal
interface port-channel port_channel_number
service-policy input policy

例：port-channel インターフェイスの入力 MQC の設定
以下に、port-channelインターフェイスの入力MQCを設定する例を示します。
Router# configure terminal
Router(config)# class-map class1
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Router(config-cmap)# match any
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class1
Router(config-pmap-c)# set dscp af11
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# platform qos port-channel-aggregate 2 Router(config)# interface port-channel
2
Router(config-if)# ip address 192.168.0.1 255.255.255.0
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# interface tenGigabitEthernet 4/1/1
Router(config-if)# no ip address
Router(config-if)# no shut
Router(config-if)# channel-group 2
Router(config-if)# interface port-channel 2
Router(config-if)# service-policy input policy1
Device(config-if)# end

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「Classifying Network Traffic」モジュールパケット分類

「FRF .20 Support」モジュールフレームリレーフラグメンテーション（FRF）
PVC

「IPv6 Selective Packet Discard」モジュール選択的パケット廃棄

『Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services
Routers Software Configuration Guide』の
「Broadband Scalability and Performance」モ
ジュール

スケーリングとパフォーマンスの情報
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/routers/asr1000/configuration/guide/chassis/asrswcfg.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/routers/asr1000/configuration/guide/chassis/asrswcfg.html


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右の URLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストール

して設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために使

用してください。このWebサイト上のツール
にアクセスする際は、Cisco.comのログイン ID
およびパスワードが必要です。

モジュラ Quality of Service コマンドラインインターフェ
イスの QoS に関する機能情報

Cisco Feature Navigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポート
情報を検索できます。Cisco Feature Navigatorを使用すると、ソフトウェアイメージがサポートす
る特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラットフォームを確認できます。

Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウ
ントは必要ありません。

次の表は、特定のソフトウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソ

フトウェアリリースのみを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一

連のソフトウェアリリースでもサポートされます。

（注）

表 4：モジュラ Quality of Service コマンドラインインターフェイスの QoS に関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が Cisco cBRシリーズ
コンバージドブロードバンド

ルータ上のCisco IOSXEEverest
16.6.1に統合されました。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1モジュラQuality of Serviceコマ
ンドラインインターフェイス

の QoS

この機能がCisco IOSXEEverest
16.6.1上の Cisco cBRシリーズ
コンバージドブロードバンド

ルータに統合されました。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1port-channelインターフェイス
でのサービスポリシー
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